
医療費が毎年増え続けています。その理
由として、医療の高度化、治療期間の長い
成人病などの増加、医療費の改定などが挙
げられます。同時に、私たちの健康水準が
向上してきたとこともあります。
国民健康保険（国保）は、医療費の一定
割合を被保険者のみなさんに納めていただく保険料で賄ってい
ます。保険料の額は医療費によって決まるため、医療費が増え
れば保険料も高くなり、窓口で支払う負担額も増えます。次の
点に留意し、医療機関を上手に利用しましょう。

①ハシゴ受診はやめましょう
②できるだけ診療時間内で受診しましょう
③薬ねだりはやめましょう
④健康診断を受け、早期発見・早期治療に心掛けましょう
⑤家庭医を持ちましょう
また、日ごろから健康づくりにも心を配り、医療費がこれ以
上増えないようにしましょう。
■問い合わせ先　保険年金課（q20ー3204）

市・県民税は、前年所得をもと
に算出します。 市・県民税を毎
月の給与から差し引き、勤務先を
通じて納める方法（特別徴収）で
支払っている人が、年度（6月～翌
年5月）の途中で退職した場合、残
りの市・県民税の納付は次の方法
になります。
■6月～12月の退職
あらためて本人に送付された納

税通知書で納付する方法（普通徴
収）と、退職の際に一括納付する方法（退職する勤務先の給
与担当者へ申し出てください）があります。
■1月以降の退職
退職時に残りの税額を一括納付していただきますが、やむ

を得ず一括納付できなかった場合は、本人あてに納税通知書
を送付します。なお、すぐに新しい会社に就職し、引き続き
特別徴収を希望される場合は、退職する会社の給与担当者へ
申し出て手続きを行ってください。
■問い合わせ先　市民税課（q20―3125）

水道管や蛇口は、気温が氷点下になると凍って水
が出なくなったり、破裂したりすることが多くな
ります。管がむき出しになっているなどの場合は、
保温材（毛布、布でもよい）を巻き、雨や雪にぬ
れないようその上からビニールを巻くなど十分な
防寒対策をしてください。

・管がむき出しになっ
ている

・屋外にある
・北向きの日陰にある
・風当たりの強い所に
ある

自然に溶けるのを待つ
か、凍った部分にタオルをかぶせて、その上から
ゆっくりと をかけて溶かしてください。
このとき熱湯をかけると破裂したり、ひび割れす
るおそれがありますのでご注意ください。
万一、水道管が破裂したり、ひび割れしてしま

ったときは、止水栓を閉めるなどの応急措置をし
た後、水道局か指定工事業者へ修理を申し込んで
ください。
●問い合わせ先　水道局工務課（q53－7811）
●水道局ホームページ　
http://www.water.tottori.tottori.jp/

●灯油は専用の容器で安全な場所に保管しましょう
●給油はストーブの火を消
してから行いましょう
●ストーブの周りに燃えや
すいものを置かない
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■新規航空路線季節運航　　鳥取～福岡（1日1往復／約85分） 鳥取～名古屋（1日1往復／約55分） 期間／12月15日～平成14年2月28日▽ ▽ ▽


